公益社団法人日本青年会議所　東北地区　山形ブロック協議会　
ふるさとＯＭ♥ＩＹＡＲＩプロジェクト２０１１
～みんなで咲かそう郷土愛の花～
◆当日開催マニュアル(案)
実施可否の判断・連絡
会長判断のもと、悪天候の場合は６：００をもって中止・延期の連絡をします。同時に、開催・中止の情報をホームページにアップします。
中止の場合、ＬＯＭで募集団体などへは連絡を各ＬＯＭにて行ってください。ブロックにて募集した協賛企業・団体・ボランティア団体については本部担当者との事前打ち合わせにて連絡方法を決定しておきます。それぞれ参加者が確定してから対応の担当がわかるように合わせて表にして作成する。また、実施場所へ担当者や委員会メンバーで赴き、中止にもかかわらず集まってしまった一般参加者への対応をお願いします。

～当日連絡伝達系統～

　実施の可否や緊急連絡の伝達系統を以下の通りとします。

ブロック会長　　荒井　寛　 090-3649-2244
副会長　矢作　雅紀　090-2977-1756
委員長　結城　俊一　090-8256-6385

第１エリア副委員長　　　第２エリア副委員長　　　第３エリア副委員長　　　第４エリア副委員長

(社)酒田青年会議所　　　(社)寒河江青年会議所　　　　　　　　　　　　　　(社)長井青年会議所　

佐藤　大輔　　　　　 　　小野　拓美　　　　　　　　　　　　　　　　　　 齋藤　繁喜　　　　

090-7330-6200　　　　   090-5181-0677　　　　　　　　　　　　　　　　　　090-4042-6577


委員メンバー　　　　　委員メンバー　　　　　委員メンバー　　　　　　委員メンバー

(社)庄内中央青年会議所　（社）新庄青年会議所　 (社)天童青年会議所　　　　(社)米沢青年会議所
日下部　洋一　　　　　 　児玉　光平　　　　　 　横山　陽子　　　　　　　　二宮　健次郎
090-4592-2018　　　　　　080-5035-4456　　 　　 090-8926-5474　　　  　　 090-9631-1538
　　　　　　　　　　　　 (社)村山青年会議所　　(社)山辺青年会議所　　　　(社)南陽青年会議所
　　　　　　　　　　　　 高橋　卓美　　　　　　 後藤　大樹　　　　　　　　高橋　秀明

　　　　　　　　　　　　 090-5180-5242　　　　　 090-3365-2383　　　　　　090-2028-7477
　　　　　　　　　　　　 (社)東根青年会議所　　(社)上山青年会議所　　　　(社)高畠青年会議所
　　　　　　　　　　　　 坪沼　宏　　　　　　　　須藤　奨　　　　　　　　　井田　和史
　　　　　　　　　　　　 090-8255-7710　　　　　 090-7667-4246　　　　　　090-7810-3329
　　　　　　　　　　　　(社)尾花沢青年会議所

　　　　　　　　　　 　  大類　伸
　　　　　　　　　　　　 090-2272-1413

スケジュール
～当日スケジュールの見本～

７：３０　　メンバー・スタッフ集合・準備

８：００　　参加者集合・受付

８：３０　　開会・協働運動開始

１０：００　協働運動終了

ＯＭＯＩＹＡＲＩの桜植樹セレモニー

ＯＭＯＩＹＡＲＩの苗の配布・説明
　　　　　　ＯＭＯＩＹＡＲＩのメッセージボード撮影

１１：３０　集合写真撮影

１１：４０　終了・解散

集合・受付

　スタッフの集合は余裕を持って設定してください。エントリー用紙に従って、一般参加者の確認と、

開会式次第（例）
開会宣言

理事長あいさつ

委員長趣旨説明　担当委員長ｏｒ出向メンバー

事業の流れの説明と注意事項

協働運動スタート

開催の趣旨説明（例）

　みなさん今日は「ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト２０１１～みんなで咲かそう郷土愛の花～」にお集まりいただきましてありがとうございます。

　このプロジェクトは、私たちのふるさと山形、私たちの地域○○をみんなできれいにし、それによって地域に対する郷土愛、「ＯＭＯＩＹＡＲＩ」を育てようというプロジェクトです。しかもこの会場だけでなく、県内１７カ所で本日一斉に開催されています。県民の皆さん一人一人の力を結集し、我がやまがたを少しでもきれいにしようと行動することで、郷土愛が深まっていただけたらと企画しました。

　また、本日は○○の子供たちと保護者の皆さんからたくさん参加いただき、ありがとうございます。協働運動終了後にＯＭＯＩＹＡＲＩの桜植樹セレモニーを行いますので、○○までお集まりください。
　子供たちの笑顔と、企業の方々のボランティア精神がやまがたを良くする力になっていくことと願い、感謝申し上げます。

　それでは、本日一日、よろしくお願いします。

ＯＭＯＩＹＡＲＩの桜植樹セレモニー（例）

主として伝えたいメッセージ・想い：４月という「はじまりの時期」に我々ＪＣと県民が協力し、知恵や力を出し合い、一人一人が生命力溢れる「桜」の様日日活動し地域でＯＭＯＩＹＡＲＩの花を咲かせればＯＭＯＩＹＡＲＩ溢れる「やまがた」へ繋がるでしょう。そして、今年度１７会員会議所が一体となり県民と共に展開した今年度の「ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト２０１１」のシンボルとしての意味とメッセージを込めて行っていただきたい。

ＬＯＭの担当委員長又は出向メンバー進行
皆様先ほどまでの協働運動お疲れさまでした。

これからＯＭＯＩＹＡＲＩの桜植樹セレモニーを始めます。
古くから日本人に親しまれてきている桜は日本の文化にも深くかかわっています。昔は緑が生え、稲作を始める時期に咲くため暦代わりに使われていました。平安時代以降は桜は花の代名詞のようになり、春の花の中でも特別な位置を占めるようになったそうです。和歌や俳句などでも良く取り上げられる題材であり、室町時代に成立した能の西行桜では桜が人を引き付けることが書かれています。
桜は日本人の精神を象徴するものして良く取り上げられ、日本人のおよそ8割が桜をとても好きと思っていると言われています。咲いている様の美しさはもちろん、花を咲かすためのみに持てる全ての力を使う生命力の強さに惹かれること、日本で桜は最も一般的な花であり、最も愛されている花であります。桜の花は往々にして葉が出そろう前に花が咲きそろいます。この「何もないところに花が咲く」という状態に、さらに古来生命力の強さを感じるのではないでしょうか。

日本の年度は4月始まりであります。学校に多く桜が植えられている場合がありますが、人生の転機を彩る花にもなっているためであります。今年度４月にこの事業が開催される事、桜の植樹を行う事は参加者皆様へのメッセージでもあります。
４月という「はじまりの時期」に我々ＪＣと県民が協力し、知恵や力を出し合い、一人一人が生命力溢れる「桜」の様に日々活動し地域でＯＭＯＩＹＡＲＩの花を咲かせればＯＭＯＩＹＡＲＩ溢れる「やまがた」へ繋がるでしょう。そして、今年度１７会員会議所が一体となり県民と共に展開した今年度の「ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト２０１１」のシンボルとしての意味とメッセージを込めております。

この様な想いを桜の苗木に込めまして植樹させていただきたいと思います。本日はこのプロジェクト県内１７ヶ所で行われており合わせますと１７本の桜の苗木が植樹されます。

この想いがこの桜が育つ様に県民、協力団体、企業そして会員会議所メンバーが協力して行動して行く事を誓いまして終わりたいと思います。
会場で植樹の場合シナリオ（例）↓

　それでは、代表者の方から順番に土をかけていただきます。

会場外で植樹の場合シナリオ（例）↓
　本日会場にて本来植樹させていただきたい所でしたが、○○の関係上本日は仮植樹をさせていただいて本日中に別の場所へ我々ＪＣが責任を持って植樹をさせていただきます。

この植樹した桜の写真はＨＰにてご覧になれるようになります、ので後日ご確認お願いします。
植樹実行者選定：ＬＯＭの理事長はじめとして一般参加者特に子供と各ＬＯＭの募集団体代表者など地域の繋がりを考慮し選定していただく。

ＯＭＯＩＹＡＲＩの苗配布

主として伝えたいメッセージ・想い：当日だけのＯＭＯＩＹＡＲＩの伝播ではなく自宅や企業に帰ったあとも継続的伝播の効果をだすためと考えております。

苗とＯＭＯＩＹＡＲＩカードを一個ずつ袋に入れて参加者へ配布する。ＯＭＯＩＹＡＲＩの苗とＯＭＯＩＹＡＲＩカードについて説明する。

配布前の説明（例）

それでは、これからＯＭＯＩＹＡＲＩの苗を配布させていただきます。順番に並んで受け取ってください。この苗は今日のみなさんからの協力への感謝の気持ちも込めております。ご家庭・会社へ持ち帰り、身近な場所へ是非植えてください。そして、ＯＭＯＩＹＡＲＩのこころを帰ってからもこの花を育てる様にこの地域へ育んでいってください。
苗と一緒にＯＭＯＩＹＡＲＩカードを配布します。このカードには帰ってからの身近な地域へのＯＭＯＩＹＡＲＩの実行した行動や伝えたい想いを記入して花のそばへ差してください。それを写真に撮って裏面に書いてある連絡先へメール又は郵送にて送ってください。
それでは、配布させていただきます。本日はどうもありがとうございました。

「私の地域へのＯＭＯＩＹＡＲＩ」メッセージボード撮影

主として伝えたいメッセージ・想い：普段言葉や文字にして表現する事が少ない事だと思います、参加者の意見・想いを吸い上げボードに書いていただく事で次年度へ引き継ぐ資料へとしたい。

参加者の方から最低でも１０名の方に「私の地域へのＯＭＯＩＹＡＲＩ」と題してブロックで準備したホワイトボードへ書いていただき写真を撮らせて頂く。

各ＬＯＭでの実施のタイミングに関しては各ＬＯＭの事業の組み立ての中で都合のよいタイミングで実施してください。

「私の地域へのＯＭＯＩＹＡＲＩ」の内容：事業に参加しての地域への想いを含めた感想として記載してもらってください。
写真のデーターを後日ＬＯＭの出向メンバーを通して５月１０日（火）までにメールにてお送りください。
注意事項　※実施内容に応じて行ってください
1 ゴミの分別収集（地域によって違うので各々対応お願いします）

2 収拾不能な粗大ゴミなどがあった場合は、ＪＣメンバーへ

3 活動時は、危険な場所に入らない

4 車に十分に気をつけていただき、お子さんは保護者と行動すること

5 その他場所にあった注意事項
写真・ビデオ撮影
　当日の写真は、ブロック会員大会の際にスライド上映し、また写真を大判用紙に印刷して協力団体施設と各市役所などに掲示しますので、必ず撮影してください。カメラはデジタルカメラにてお願いします。担当の人を決め、集合写真を撮り、協働運動の様子がわかる写真をお願いします。

　ビデオ撮影に関しても、記録として残したいので、デジタル対応のビデオをお持ちの方からお借りして、可能な限り撮影をお願いします。

　写真・ビデオのデータは、５月中に回収します。ＣＤもしくはＤＶＤに落として、出向メンバーにお渡し下さい。

ゴミの処理

　ゴミの処理に関しては、各地域のゴミ袋に入れて家庭用ゴミとして対応下さい。自治体によっては支援を受けられますので、予め連携をお願いします。大量のゴミが出た場合や、粗大ゴミの対応などは、各ＬＯＭにて対応方お願いします。
　
必要物品一覧　※実施内容がゴミ拾いの場合です。各々対応下さい。

　ＬＯＭ準備：軍手・トングなど（なるべく個人から持ってきてもらい、足りない部分を供与する形を取って下さい）

　　　　　　ゴミ袋
※飲み物などは、ＬＯＭ予算で対応お願いします。

　参加者準備：軍手・トング・カッパ・飲み物など

